




Dietary Studies of Preschool Children in Japan (Part 7) 
Changes in Nutritional Status of Preschool Children 




















































































































































































1966290 38 9 91 4 52 31 159
????
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??
春 1971239 19 9 121 5 36 35 工07 92 2 2S 8 37 33
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??????
1966188 50 14 53 2 27 6 173 36 ユ．2 52 8 27 38
夏 1971208 29 9 127 工1 31 16 2崔6 101 2．2 29 3 33 39
変動指数 111 58 6崖 240 550 115 267 142 2S1 183　　　1 56 3S 122 103
1966239 82 9 L52 4 41 54 197 191 5 5工 7 35 6
秋 1971176 27 10 93 10 34 30 118 259 0．8 43 6 50 2’
変動指数 74
??
111 179 250 83 56 60 135 16 84 S6 143 4
1966223 53 10 51 5 38 38 121 136 O．3 31 6 14 112?? 1971197 48 19 87 14 48 42 11哩 167 0．6 27 15 26 5
変動指数 88 91 190 171 280 126 111 94 123 200 87 25⑪ 186 46
年 1966235 56 10』 62 4 39 32 162 113 1．6 43 7 24 6運?1971205 31 12 1⑪7 10 37 31 146 155 1．4 32 S 37 3S
均 変動指数 87
??
120 173 250 95 97 go 137 88 74 1工4 154
??
基 準量 124．1













































































































































































































































































































































































































































































































































































































































v藏＼穀類 いも類 砂糖 豆類 野菜 果実
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国民栄養調査S　国　平　均 90561348913192135127100ユ59工60 96．6 3滋 100
国民栄謎調査農　家　世　帯 87 4712392工20 7516116410工2工3163 ．　93，5 6．5 98．8
ア　　メ　　リ　カ 10198工11105工051111091001001⑪0110 99．9 0．1 96．9
イ　ギ　リ　ス 94100971⑪6 99工03102105100工00 gs 99．9 0ユ 96．4
イ　タ　リ　ア 9910010710010711313410010710710 9甑6 o．4 97．o
台　　　　　湾 10872135103工2818147工83111 6712 97．1 2．9 97．2
フ　ィ　リ　ピ　ン 997310094工00 92110114143ユ3811 98．4 1．6 9乳8　　1





















春 夏 秋 冬 年　　平　　均
・9661・97・エ966「・97・・9661・97エ・9661・97・9661・97・
動物性たん由質比
@　　（％） 26 27 37 32 34 36 24 32 30 32
た　ん　白　価 81　（S）8在　（S）76　（S）90（Try）80（Try）86（Try）76（S）81（Try）81（S）85　（S）
???福講72（S）74（S）63（S）8。（S）67（S）77（S）68（S）7・（S）69（S）75（S）
缶本乳、96響8・（L・・）8・（Ly・）74（T・y）82（L・・）75（Ly・）86（T・y）85（L・・）88（Ly・）88（Lys）84α・・）
為本乳、96璽76（Ly・）74（Ly・）84（T・y）74（L・・）73（L・u）8・（Ly・）75（L・・）8。（L・・）S・（L・・）77（Ly・）
E／T　比 2・・44－一一一9且572撃T・一一一6
　6．　体位・体力評価と栄養状態
　表14に示すように，目標値に対する身長指数な
らびに体重指数はいずれも5年後に低下してい
る。体力評価は平衡力と調整力が若干良好となり
平均値が3．0からa5になったが，いずれも中位
の成績である。っぎに体位・体力と栄養摂取状況
との相関性を求めたところ，その相関係数は低
く，一定の傾向を見い出すことはできなかった。
　以上の如く，今回は特別に系統立てた栄養教育
プログラムを施さずに，時代の推移による山村幼
児の食生活変容の実態を観察したのであるが，’66
年から5年後の食糧構成にはそれぞれ何らかの変
i表14対象児の体位・体力評価の変動
調査年度 1966197工
体位の目標
lに対する
范ｦ（％）
身　長
ﾌ　　重
98±2．9
X6±74
95±4，5
X3±7．5
体力評価
i3．Oを中位とする）
平衡力
ﾘ待久力
u発性
ｲ整力
3．7±0．9
獅X±1．2
R．6±1．0
Q．O±0．5
4，3±上2
Q．7±α8
R，7±1．2
R，5±α8
平均値 3，0±O，8 3．5±O．7
動がみられ，その変動度は7．　6％と低値であるものの，対照とした，新潟県，本邦および諸外国の
県民あるいは国民1人当りの食糧消費量の変動に対比するともっとも顕著な方であった。しかしな
がら，それらの変動は山村幼児の栄養上の問題点の改善にまでは及んでおらず，緑黄色野菜，肉，
卵，乳類の不足は5年後も依然として残され，従って，幼児の発育に不可欠の栄養素である動物性
たん白質，カルシウム，V・A，　B1およびB2の充足率はいずれも57～68％に留まっていた。このよ
うに，一山村にも最近の高度経済発展による恩恵が浸透しているものの，その恩恵は必ずしも食生
活には反映しておらず，栄養教育の必要性を再認識させられた。
　今後の5年間は，栄養教育なかんずく動物性たん白質，カルシウム，ビタミン摂取を中心とした
より積極的な指導を展開して，山村幼児の栄養改善にっいて検討を進めて行きたいと考えている。
この時に当り，47年度食生活改善中央大会で厚生大臣表彰を受賞された南蒲原郡中之島村食生活改
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善推進騰会・・）の活動，新潟丁汀松浜町の食生活改善グ・v・一プ月日握会の10年に及ぶ活動等に多くを学
ぶと共に，さらにMiria皿Mufioz　de　Chavezva）のメキシコにおける実験的栄養教育プログラムに
提唱されている食習慣の変容に関するいくっかのPositive　Factersは示唆に富むものである。
　現在，対象地区の栄養教育は現地の婦人会と提携して，月1回の勉強会を持ち，傍ら，住民との
話し合いの結果集約された努力目標として，乳類摂取の促進一一山羊の飼育と山羊乳・スキムミル
クの利用，V．A給源食品の摂取一緑黄色野菜の計画栽培，の二点をかかげる所まで達し，ようや
く導入段階を終え，’74年度雪消えからの活動の具体的な展開にささやかな期待を寄せている』ﾆころ
である。
要
??
　幼児の栄養摂取に関する系統的研究の一端として，ll寺代の変転による栄養状況の変化を把握すべ
く，1966年度と1971年度の山村幼児の食餌摂取状況にっいて検討を加えた。対象児は3ん6歳児約
20名で四季の連続した3日間（通年12日間）の食餌摂取量を個人別に秤量した。得られた成績は年
令別性別栄養所要量ならびに食糧構城基準と対比し，食糧構成パターンおよび栄養充足率パターン
の5年後の変動にっいては，数値群パターン解析法を適用して，以下の成績を得た。
・　（1）山村幼児の摂取食品数は1人1日当り平均15品→23品に増えたカs，それは植物性食昂の増加
に負うており，動物性食品は2品→3品に増えたにすぎず，間食は3品一ト4品に増えたe
　（2）食品摂坂量では，この5年間に殆んどの食品に増減いずれかの変動がみられ，その変動度は
7．　6％であり，新潟県民平均の6．7％，全国民平均の3．4％，アメリカ，イギリス，イタリア等のO．1
NO。4％および台湾，フィリピン，インド等の1．1～且9％に比べるならばかなりの変動である。ま
た山村幼児の変動の仕方は固有のものであるのか，全国平均の変動との類似率は92．　9％であり，対
照10区中最小であった。増加した食品は油脂，菓子飲料，果実，卵類であり，減少した食品は芋，
乳，魚介，穀類であったが，基準量に対する．パターソ類似率（86→87％）および基準パターンとの
類似を低めている主要因（乳，肉類の不足）は5年前と変っていない。
　｛3）栄養充足率（％）は熱量94→101，たん白質91→90，動物性たん白質56←57，脂肪99←101，
カルシウム82→68，鉄113Fト97，　V・A62→65，　V・B158→66，　V・B　262一ト55，　V．C105－＋112であり，
所要量とのパターソ類似率（97→97％）ならびに所要量パターンとの類似を低めている主要因（動
物性たん白質，V．A，　V．B1，　V．B2の不足）は5年前』と変っていない。
　｛4｝i摂取たん白質の質的評価では，動物性たん白質比は30→32％，たん白価は81（S）→85（S），
卵価は69（S）→75（S），入享し佃iは88（Lys）一》84（〕しys）・．4i乳価は80（Lys）→77（Lys）　に
それぞれ変動した。
　（5）対象児の体位の目標値に対する比率は身長98±2．　9→95±4．5，体重96±7．4→93土7．5といず
れも若干低下している。体力評価は3．0土O．　8－一・3．5土0．7とやや向上したが，依然として中位の成績
といえよう。
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　終りに臨み，本研究に際して終始ご懇篤なご指導とこ校閲を賜りました本学の塚原叡教授に厚く
御礼申し上げますeまた調査の実施に協力していただきました本学家政科食物専攻の学生の方々，
ならびに調査対象の家庭の方々の一年聞にわたるご協力に深く感謝いたします。
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